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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、STATタンパク質ファミリーのメンバーです。サイトカインや成長因子に反応して、STATファミリーのメンバーは受容体関連キナーゼによってリン酸化され、その後ホモ二量体またはヘテロ二量体を形成して細胞核に移行し、そこで転写活性化因子として機能します。このタンパク質は、インターフェロン（IFN）、EGF、IL5、IL6、HGF、LIF、BMP2など、様々なサイトカインや成長因子に反応してリン酸化され、活性化されます。このタンパク質は、細胞刺激に反応して様々な遺伝子の発現を媒介し、細胞増殖やアポトーシスなど、多くの細胞プロセスにおいて重要な役割を果たします。低分子GTPaseであるRac1は、このタンパク質に結合し、その活性を制御することが示されています。PIAS3タンパク質は、このタンパク質の特異的阻害剤です。この遺伝子の変異は、乳児期発症の多臓器自己免疫疾患および多臓器疾患と関連している。STAT3の欠陥は、常染色体優性高免疫グロブリンE反復性感染症症候群（AD-HIES）[MIM:147060]の原因である。これは、高IgE症候群またはジョブ症候群としても知られる。AD-HIESは、免疫不全、慢性湿疹、再発性ブドウ球菌感染症、血清IgE値の上昇、好酸球増多、特徴的な粗い顔貌、異常な歯列、関節の過伸展、および骨折を特徴とする、免疫および結合組織のまれな疾患である。,機能：様々な急性期タンパク質遺伝子のプロモーターにおいて同定されているインターロイキン-6（IL-6）応答性エレメントに結合する転写因子。 IL31 は IL31RA を介して活性化します。,その他:gp130 を介したシグナル伝達経路に関与します。,オンライン情報:STAT3 エントリ,オンライン情報:STAT3 変異 db,PTM:IL-6、IL-11、CNTF、LIF、CSF-1、EGF、PDGF、IFN-alpha、および OSM に応答してチロシンがリン酸化されます。DNA が損傷すると、おそらく ATM または ATR によってセリンがリン酸化されます。セリンのリン酸化は、安定した DNA 結合 STAT3 ホモ二量体の形成と転写活性の最大化に重要です。,類似性:転写因子 STAT ファミリーに属します。,類似性:1 つの SH2 ドメインを含みます。,細胞内位置:核と細胞質の間を往復します。核内への恒常的な存在はチロシンリン酸化に依存しない。,サブユニット：関連ファミリーメンバー（少なくともSTAT1）とホモ二量体またはヘテロ二量体を形成する。NCOA1、PELP1、SOCS7、STATIP1と相互作用する。HCVコアタンパク質と相互作用する。IL23存在下でIL23Rと相互作用する。IL31RAと相互作用する。SIPARと相互作用する。SH2ドメインを介してNLKと相互作用する（類似性による）。KPNA4およびKPNA5と相互作用する。KPNA4は核内輸送の主要なメディエーターである可能性がある（類似性による）。TMF1と相互作用する。,組織特異性：心臓、脳、胎盤、肺、肝臓、骨格筋、腎臓、膵臓。,
	研究分野
	ケモカイン;Jak_STAT;アディポサイトカイン;がんにおける経路;膵臓がん;急性骨髄性白血病;
	画像データ
	

	1）ラット心臓組織、2）マウス心臓組織、3）HelaのSTAT3マウスmAbを1:2,000に希釈したウエスタンブロット分析。
	

	1:200 に希釈した STAT3Mouse mAb を使用したパラフィン包埋ヒト大腸癌の免疫組織化学分析。
	

	1:200 に希釈した STAT3Mouse mAb を使用したパラフィン包埋マウス脳組織の免疫組織化学分析。
	

	STAT3マウスmAb（1:2000希釈）を用いたヒト乳がん細胞株MCF-7（A）、T47D（B）、MDA-MB-231（C）、Cal51（D）におけるSTAT3のウェスタンブロット検出。予測バンドサイズ：86kDa。実測バンドサイズ：86kDa。画像は天津医科大学癌研究所・病院のお客様よりご提供いただいたものです。

